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事前審査を勝ち抜いたファイナリストがプレゼンテーションを行い、審査員による質疑を行います。

No.1 中野友登 なかの ゆうと

1993 年 7 月 20 日生まれの 27 歳。
福島大学在学中に起業し、2020 年に Fukush ima-BASE を OPEN。周囲
に起業家はおらず、面白い同年代がどんどん県外に行ってしまう中、な
ぜ福島で若い世代の起業家が生まれづらいのか、挑戦する人が福島に
残ってくれないのか、ということを身を持って実感してきた。切磋琢磨
し、挑戦する人が生まれる環境が福島にあって欲しい。そんな想いで今
回の事業を立ち上げた。
福島に想いを持った方々が集まるこの場で、Fukush ima-BASEの可能性と想い
をしっかりと伝え、さらに福島で共創していけるキッカケの１日にしたい。

紹介コメント

「共創する地方ならではの新たな環境。
  コワーキングラボ Fukush ima-BASE」

プランテーマ

株式会社オーダーメイドジャパン
代表取締役社長

アメリカ留学時、クラフトビールの魅力と日々の生活を楽しむ自由なラ
イフスタイルを体験。帰国した翌年東日本大震災を経験し、残りの人生
は本当に自分がやりたいことをやろうと決意、会社を退職・起業した。
田村市で０からホップ栽培を始めてくれる方々が見つかり、事業をス
タート。4 年目の 2020 年秋、大自然の中にある市の施設を改修しブル
ワリーを開業、ＵＳスタイルの自由なクラフトビール文化と持続可能な
社会づくりを合わせた「サステナブルワリー」を展開中。
何度も失敗し、諦めかけた時もありながらやっと形になってきた過程
を、実体験者の生の声として伝えたい。

紹介コメント

株式会社ホップジャパン 代表取締役

1 次審査通過者 紹介
審査会の時間を活用し、

1 次審査通過者のうち、3 名によるピッチを行います。

  「 つむぎ旅行社～観光客や教育機関を福島の事業者と紡ぎ、
　  新しい価値ある旅行を提案する」

   笹原 明香

No.2 本間誠 ほんま まこと

   「【特許商品】アクセルペダル踏み間違い事故からの開発商品 
　   『スマートドライブパッド』」

   熊谷 博 株式会社クリーンネット 代表取締役

  「シーシャやボードゲームによるチル空間を利用した
　 市民クリエイティブコミュニティ構築事業」

   我妻 柊哉　シーシャカフェ・ふらっと 経営

「『ひと・もの・こと』をつなぎ人々を笑顔にする
  サステナブルワリー」

プランテーマ

No.3 和田晃司 わだ こうじ

1983 年生まれ、福島県須賀川市出身、稲作農家。妻と娘３人の５人家族。
東日本大震災の経験や 2008 年～ 2019 年までの 11 年間須賀川市消防団
員として活動した経験を元に、火災発生を全団員に伝え、火災発生場所
や水利、消防車両を把握するまでをアプリ一つで行える事で消防団活動
を支援できると考え、開発に挑んだ。
より多くの方に消防アプリを知っていただけるようしっかりと伝えたい。

紹介コメント

「消防団を支援する地域防災アプリケーション
   S .A . F . E .  の提供」

プランテーマ

情報整備局 代表

ロボット一人一台の時代を想定し、人に寄り添い人と共に成長するパー
トナーロボットと生活する社会の実現を目指している。前職では数々の
新規製品を開発していたが、そこで小型ロボットがもつパートナーとし
ての可能性を感じ、それを追求するために起業。プログラミング教育必
須化に向けて、第一弾「あるくメカトロウィーゴ」の社会実装を目指す。
アワードをきっかけに福島県産ロボットを県内外及び海外にも広くア
ピールし、パートナーロボットの社会実装を目指すと共に福島県の産業
発展に貢献したい。

紹介コメント

株式会社リビングロボット 代表取締役

No.4 川内康裕 かわうち やすひろ

「プログラミングロボット『あるくメカトロウィーゴ』」

プランテーマ

No.5 近藤拓馬 こんどう たくま

2020 年 4 月に合同会社あしたのアーキテクツを設立、西会津町で地域
おこし協力隊に着任し、西会津と横浜で暮らしと働き方をデザイン。建
築家として日々設計をして思うのは「建物を作るだけでは夢が叶わない
時代になっている」ということ。これからの時代や地域に必要なのは場
のデザインに加え事業計画や運営管理、活用の仕方といった計画性と地
域や人に愛着を持って暮らす仕組み作り。
建築家としてのスキルを活かし「こんな世界があったら良いな」と誰も
が思える次代の豊かな暮らしと働き方、そして地域が継承と更新される
環境づくりを実践していきたい。

紹介コメント

「地域の LIFE  WORK  HUB 事業
－集落型コワーキングスペースの創出－」

プランテーマ

栃木県宇都宮市出身、福島大学卒の 24 歳。
カナダで生活していたある日、自己紹介で福島から来たことを伝える
と、「あんなところ人の住むところじゃない」と言われてしまったこと
があった。出身ではないが住んでいた福島を侮辱されてしまった悔しさ
と、100% 自信をもって良いところだと言えなかった葛藤があり、もっ
と誇れる福島にするために活動、仕事をしたいと思うようになった。
地域を「知る」「訪れる」「交流する」。この 3 つを回しながら Kokage  
K i tchen を中心にその渦を拡大していきたい。

紹介コメント

Kokage  K i t chen  代表

No.6 大島草太 おおしま そうた

「福島県あぶくま地域の特産品を使った商品開発
  およびキッチンカーでの移動販売プロジェクト」

プランテーマ

No.7 佐々木陽 ささき あきら

紹介コメント

「AI ロボットカービジネスとデジタルツイン田園都市構想」

プランテーマ

株式会社 FaBo  代表取締役

I T 系スタートアップ企業で働いていたものの、酒づくりの魅力を忘れ
られず独立。日本の伝統的な酒づくり、発酵文化の美しさに魅せられ、
いつしか「まだ見ぬ最高に美味しい酒をつくりたい」と思うようになっ
た。地域の方や訪れる方にとって、酒蔵が「新しいコミュニティ」の一
つになること。地域外の方にとって、お酒が「社会課題へ思いを馳せる
きっかけ」になること。それが僕たちの目指している在り方。
地球環境と地域社会の持続可能性と向き合い、南相馬市小高から1000 年
続く日本酒ブランドを生み出したい。

会津大学卒。1999 年よりモバイルコンテンツの開発に着手し、2001
年に株式会社 GClue を設立、代表取締役に就任。その後 IoT の分野に
進み、2014 年に株式会社 FaBo を設立、代表取締役に就任。ディープラー
ニングと身体能力の融合を目指し、2017 年から AI ロボットカーの研
究開発を開始。現在、国内No.1の出荷数とハンズオン開催を手掛けている。
その蓄積をもとに、実際の空間と同じ環境をディープラーニングの学習
用に構築し、データセットの作成の自動化と強化学習によるロボットの
進化に挑戦するため、デジタルツイン田園都市構想を福島県から立ち上
げたい。

紹介コメント

株式会社 haccoba  代表取締役

No.8 佐藤太亮 さとう たいすけ

「人口がゼロになったまちで、
  みんなで育てる酒蔵をつくる」

プランテーマ

No.9 栢本直行 かやもと なおゆき

福島出身、福島育ちの自然と動物が大好きな、根っからのポジティブ人
間。世界的に動物福祉の重要性が高まる中、実験動物界では難易度が高
いと言われているマウスの採血を、動物に負担をかけずに簡便化するこ
とを実現し、更に難易度の高い静脈内投与のソリューションをこの度ベ
ンチャー事業としてスタートした。
医療、科学分野の基礎研究に欠かせない動物実験において、動物福祉や
作業者の安全衛生に配慮しつつ更に実験効率を向上させる、今までに無
いパラダイムなソリューションを伝えたい。

紹介コメント

「動物実験における、動物の福祉と作業者の安全と  
  実験効率を両立する器具の開発」

プランテーマ

株式会社ハンドレッド 代表取締役 


